
　
　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

龍
等
、
業
繋
許
り
の
至
極
劣
等
の
彫
刻
を
つ
け
た
の
も
あ

る
（
尤
も
土
佐
紳
奥
鞠
騨
佐
）
に
は
適
適
り
の
も
あ
る
が

此
ε
は
劉
底
比
較
に
な
ら
な
い
）
。
斯
様
な
有
標
で
は
何
の

爲
め
に
す
る
の
か
分
ら
な
い
、
無
論
装
飾
の
つ
も
り
で
あ

ら
う
が
決
し
て
飾
り
に
は
な
ら
な
い
、
つ
ぶ
れ
さ
う
で
い

や
な
転
じ
が
す
る
許
り
で
あ
る
。
（
大
正
九
年
五
月
ニ
ナ
日
三
囲
）

訂
正
」
正
誤

　
第
五
巷
第
一
號
第
八
十
　
頁
、
上
段
第
一
行
か
ら
下
段
第
十
二
行
迄
、
大

徳
寺
三
門
に
關
す
ろ
認
事
に
全
署
刎
除
す
る
。
理
由
ほ
門
真
か
ら
は
大
永

山ハ

N
に
「
心
示
長
．
か
再
臨
姫
の
爲
め
柱
位
な
識
思
つ
で
・
お
き
、
甘
…
ハ
ま
｝
に
な
っ
て
ゐ
…

乳
の
な
、
天
正
十
七
年
に
利
休
が
全
部
あ
亡
な
造
つ
索
ε
解
鄙
が
出
曲
る

三
物
か
ら
は
其
後
陶
よ
く
研
究
し
て
見
六
定
こ
ろ
細
部
に
於
い
て
天
正
ら

し
い
ミ
こ
ろ
が
粗
當
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
〇
六
穿
私
に
今
で
も
疑
問
な
の

は
、
上
層
内
部
に
朦
朧
な
が
ら
残
っ
て
み
る
吉
い
絡
で
あ
ろ
。
其
他
に
も

翰
に
疑
に
し
い
ぜ
こ
ろ
が
あ
ろ
Q
斯
様
な
有
様
で
あ
ろ
か
ら
、
反
っ
て
あ

の
様
な
事
ば
私
の
考
が
確
か
り
定
ま
る
迄
、
見
合
ぜ
田
方
が
い
、
ミ
思
ふ

か
ら
削
る
の
で
あ
る
。

第

巷正
弟　　・

霧誤

義表

蕃
峯
雪・

氣
の

付
すご

黒占

丈
け

表
｛こ

し
・〈

策
三
號

日
　
一
二
　
　
（
四
〇
六
）

お
く
、
ま
だ
見
落
し
も
め
ろ
だ
ら
う
が
、
兄
つ
け
次
第
巌
々
詑
す
黙
に
す
る

巻
の
三

五
ノ
一

五
ノ
ニ

頁
・
段
．
行
一

談

七
入
・
上
・
四

七
九
・
下
・
一
五

八
0
．
上
．
＝

一
四
五
・
上
・
七

一
四
五
・
下
・
　
六

一
四
六
・
下
・
　
三

一
五
一
・
上
．
一
四

｝
五
丁
下
二
〇

一
五
丁
下
。
コ
ニ

ー
五
四
・
下
・
　
二

一
蓋
エ
ハ
・
上
・
　
二

　
　
　
お
　
り

小
さ
い
薄
い
本

立
ハ
噂
々
な
用
ひ
て

　
　
　
　
む
　
り

深
さ
　
問
の
外
檸

1
一
5
の
の
長
さ

　
　
　
　

此
は
斗
線
の
曲
腺

三
門
上
下
麿

ゆ

遇
ま
大
さ
が

　
　
　
り

四
方
の
斗

　
　
　
　
り

木
割
な
．
霊
、

　
　
　
　
　
o
　
。
．

深
い
軒
た
覧
た

　
　
ゆ
　
り
　
り
　
り

鼻
へ
一
つ
斗
た

正

　
　
　
む
　
む

小
さ
い
二
耕
本

　
　
　
　

其
時
々
の
た
用
ひ
て

　
　
　
　
　
　
む

深
さ
一
問
の
瀦
堂

三
5
の
長
さ

　
　
　
む

庇
に
斗
繰
の
曲
線

三
門
下
暦

む
偶
ま
大
さ
が

　
　
　
む

凶
方
の
擁

　
　
　
　
　

平
担
法
な
ご
で

　
　
　
　
む

深
い
軒
な
樂
に

　
　
む
　
む
　
む
　
む

郭
へ
斗
為
一
つ

彙

●

報

　
　
⑭
帝
國
學
士
院
授
賞
式

　
帝
朗
學
士
院
に
て
ほ
去
五
月
三
十
日
東
京
美
術
鼠
舞
講
堂
に
於
て
恩
賜
賞

去
歳
學
士
院
賞
、
及
び
桂
公
醇
記
念
賞
の
授
賞
式
な
行
ひ
誘
う
が
耽
ハ
中
第
一



部
に
於
て
此
光
榮
に
浴
ゼ
し
碗
賞
者
左
の
如
し
。
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
恩
賜
賞

　
　
　
法
剃
史
の
研
究
　
　
　

丈
學
博
士
　
三
浦
周
行

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
學
士
院
賞

　
　
　
密
敏
獲
蓬
志
・
　
　
　
　
　
大
村
西
崖

　
　
鱒
京
都
帝
國
大
酔
第
十
一
同
夏
期
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
學
に
て
に
來
入
月
二
日
よ
り
各
緯
學
科
の
溜
識
憶
見
及
の
爲
め

第
＋
一
囲
講
演
倉
な
開
催
し
一
般
有
志
の
潴
講
た
評
す
霞
、
其
煮
転
壌
馳
理

學
に
闘
係
あ
る
科
目
及
回
外
講
演
の
題
臼
講
師
ば
左
の
如
し
（
串
込
期
限
七

渥
二
十
一
摂
、
詳
細
ば
京
都
帝
閣
大
學
講
演
倉
宛
照
倉
の
事
）

　
◎
　
O
　
④
　
¢
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
仁
｝

最
近
支
那
史
（
自
七
日
釜
十
三
日
）
文
學
部
敢
授
丈
學
博
士

ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

宗
敷
哲
學
の
本
質
及
巽
根
本
問
題
（
爵
二
目
至
六
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
部
教
授
文
學
博
士

む
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
り

宇
宙
進
化
論
（
自
二
日
歪
七
騒
）
　
理
學
部
敏
授
理
學
博
士

　
　
ゆ
　
り
　
む
　
お
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

我
國
の
経
済
定
海
蓮
（
自
二
日
至
七
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
學
部
助
教
授
法
學
士

　
一
科
外
講
演
一

ゆ
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
む

揚
逸
民
誰
論
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
部
助
数
授
丈
學
士

リ
　
サ
　
ゆ
　
ゆ
　
け
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
の
　
ゆ
　
り
　
け

絵
届
物
に
於
け
る
自
然
描
爲
に
就
て
同
　
　
丈
學
士

波
多
野
縮
｝

藪
城
新
藏

小
島
昌
太
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
瀬
　
　
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潭
村
専
太
郎

　
嚇
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
更
學
科
大
正
九
年
度

　
　
　
講
義
題
目

吏
學
研
究
法
　
　
　
　
　
臼
　
　
　
　
毎
週
　
二
　
　
坂
　
口
　
数
　
授

　
　
　
第
五
谷
　
　
藥
報

國
吏
概
號
（
中
世
及
近
世
）

守
護
亡
大
名

近
世
祉
愈
政
策

明
治
暗
代
の
信
仰
問
題
（
演
饗
）

古
丈
書
學
各
観
及
蜜
習

東
洋
史
概
親
（
古
代
）

支
那
に
醐
す
る
「
ア
ラ
ブ
」
人
記
述
の
研
究

漢
書
距
域
徳
（
演
賓
）

東
洋
史
概
説
（
近
代
）

支
那
史
學
吏

支
那
公
腋
（
演
饗
）

近
世
支
那
史

支
那
近
世
の
外
目
關
豊

強
近
世
史

世
界
穴
職
史

演
　
　
脅

西
洋
史
概
観
（
二
部
）

伊
太
利
史
（
一
四
九
二
年
以
後
）
．

地
理
學
工
臨

地
理
學
各
論

地
理
學
實
智

演
　
　
尋

人
丈
地
理
學
通
論

終
韓
地
理
各
論

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
｝
ご
二

v．　w．v－qv　v　“　li－t－v　N－E．v　vtv“V　 y一．vpt－tw・

三
　
浦
教
授

桑
　
原
　
敦
　
授

内
　
藤
　
教
　
授

矢
　
堅
　
敦
授

原

数
　
授

坂
　
口
　
教
授
．

小
　
川
　
数
　
授

石
　
橋
歌
授

（
四
〇
電
）



　
　
　
第
五
巷
　
彙
報

考
宵
學
概
論

同
　
　
實
習

東
洋
考
古
學
（
支
那
）

古
代
希
臓
の
丈
化

朝
鮮
古
輿
（
自
三
國
鼎
立
至
新
羅
末
）

覇
鮮
丈
藝
史

國
史
概
説
（
古
代
）

國
吏
地
理

史
籍
解
題
目
合
讃

十
七
世
紀
英
國
奥

フ
ラ
ン
〃
蒔
代
史

串
　
　
　
者
一

“　一．y一．　一mpspmv’te’

覧

憤

lll

え

授

今
蔀
助
教
授

喜
　
照
講
師

植

村

講

師

中

村

講

師

　
　
皆
紅
ド
帝
國
大
學
文
學
部
史
學
科
卒
業
論
難

　
京
都
帝
國
大
學
丈
學
郡
本
年
度
卒
業
受
験
生
の
提
臥
せ
る
卒
業
論
丈
中
、

史
學
科
及
び
哲
學
科
丈
學
科
中
の
史
學
に
驕
係
あ
ろ
題
目
並
に
提
鷹
者
左
の

如
し

　
　
　
む
　
ゆ

　
更
産
科

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
國
史
專
攻

黎
徳
太
芋
に
關
す
る
研
究

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

支
那
史
専
攻

　
王
安
石
の
三
韓
政
策

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

東
洋
史
専
攻

紫
宵
更
の
研
究

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

西
洋
史
専
攻

　
翼
β
）
o
嵐
。
β
武
力
の
研
究

（
依
託
）
　
橋
　
刃
「
　
　
正

（
選
科
）
　
松
浦
嘉
三
鄭

（
選
科
）

鴛
　
淵
　
　
　
一

河
原
喜
太
賂

箪
三
號
’
　
一
儀
四
ハ
四
〇
入
）

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

、
地
理
學
轟
攻

　
　
大
販
畢
野
の
礎
藩

ゆ
　
ゆ
　
ゆ

哲
學
科

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
鷲
學
專
攻

－
、
幾
判
哲
呂
丁
“
㌧
歴
典
暫
州
学
う
ン
ト
折
口
學
へ
の
瞥
見

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
教
育
阜
歎
観
法
尊
攻

　
　
山
鹿
素
行
子
殿
育
論
の
根
本
問
題

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
祉
倉
學
尊
攻

　
　
婚
娼
進
化
の
瀧
會
學
酌
考
察
　
　
　
　
　
（
選
科
）

ひ
口
恥

7
ノ
．
肝
8
置
甲
竃

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
國
語
手
交
雲
影
攻

　
竹
駅
物
語
に
つ
い
て

　
畢
安
一
物
語
中
源
氏
及
び
そ
の
以
後

　
の
作
物
の
比
較
研
究

　
　
蜷
齢
日
認
に
就
い
て
　
（
考
詮
篇
）

　
口
M
本
書
紀
訓
黙
研
究

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

英
丈
三
三
攻

　
剛
☆
一
；
葺
・
㌧
〆
一
一
P
嵩
H
ご
O
．

　
　
7

　
階
ん
ざ
7
≒
臼
旨
。
津
ユ
。
㏄
・

　
．
【
三
≡
ノ
／
寓
9
撃
葭
・

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

濁
川
堰
専
攻

　
ハ
イ
ン
リ
ソ
ヒ
、
フ
ナ
ン
、
ク
億
ヲ
イ

　
ス
ト
の
｝
生
町
回
悲
劇

伏
見
　
義
　
夫

村
　
主
　
岩
　
吉

加
藤
　
仁
　
．
牛

村
　
田
　
太
　
畢

阿
　
蘇
　
犠
　
紀

　
選
科
）

小古宮
　　田中川
　　利
正理

羅毒吉郵

　　　　ハ
二二逞
　　科
）　）　）

翼端中

木川島

杉
　
山

龍三

潤茂



催例
す倉

。

醗
史
學
研
究
會

大
正
九
年
五
n
二
十
五
n
郷
午
後
一
時
小
†
よ
り
交
學
部
第
⊥
ハ
教
室
に
て
…
囲

　
｝
、
隊
来
族
行
談
　
　
　
　
　
．
　
　
會
貴
文
學
博
士
　
原
　
　
勝
郎
霜

　
余
ほ
昨
秋
蝋
梅
利
加
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
寄
る
や
博
物
館
た
一
見
し
カ
る
が

其
の
際
列
品
に
に
葡
萄
牙
和
蘭
遭
難
が
海
外
聚
展
時
代
に
残
ぜ
し
歴
史
的
認

念
物
甚
多
く
珊
し
て
余
の
興
愚
な
慧
き
大
る
ほ
典
の
分
類
法
の
｝
新
機
軸
か

示
ぜ
ろ
こ
ビ
に
し
て
亜
弗
利
加
た
本
位
書
し
て
之
に
比
較
研
究
の
便
に
供
丁

ろ
爲
め
同
種
の
各
論
黒
雲
た
附
抑
陳
列
ぜ
ろ
こ
れ
な
り
。
　
亦
以
て
峯
考
に
櫨

ぜ
む
南
亜
漁
利
加
に
於
け
る
蘭
英
爾
國
人
間
人
纏
的
争
は
今
日
爾
甚
し
き
も

の
あ
り
て
之
が
大
學
の
歴
吏
教
無
上
に
も
現
れ
彼
の
｝
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
大
學

に
於
て
學
坐
に
和
蘭
語
た
以
て
す
る
授
業
奄
希
望
し
英
語
の
そ
れ
な
排
摩
す

る
が
如
き
最
も
著
し
き
も
の
オ
す
、
こ
に
蒋
來
の
問
題
表
ら
む
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
到
り
て
に
二
三
の
博
物
館
た
槻
、
英
國
に
渡
り
て
に
セ
イ
ス
敏
授
に
面

囎
し
濁
逸
に
入
り
て
伯
林
に
海
留
で
ろ
こ
ぜ
十
「
ケ
日
、
伯
林
大
星
の
デ
ル

プ
”
ユ
ツ
ク
敏
授
に
も
面
善
し
六
る
が
、
現
今
猫
逸
國
内
の
反
英
思
想
匡
強

烈
な
る
も
の
に
し
て
書
壇
店
頭
に
於
て
も
其
の
若
し
き
實
例
な
見
解
り
。
各

大
饗
に
相
聞
日
の
如
く
…
閉
講
す
、
戦
㎜
助
も
見
物
し
纏
れ
■
こ
も
別
に
特
に
読
ろ
べ

き
こ
亡
な
し
、
寒
中
蓋
物
館
に
て
興
味
あ
り
し
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
陸
掘
品

に
し
て
次
で
来
書
存
経
由
し
朝
ゼ
リ
云
云
。

　
一
、
埃
及
族
行
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
丈
學
博
士
　
松
本
文
三
那
裂

　
右
に
本
誌
雑
纂
欄
に
掲
載
ゼ
リ
。

當
日
倉
場
登
口
松
本
博
士
將
來
の
埃
及
機
掘
品
数
十
殿
な
陳
列
し
樹
博
士
一

　
　
　
　
第
五
巻
　
黙
三

一
魏
明
ゼ
ら
ろ
・
所
あ
り
、
二
軍
看
無
慮
百
二
十
名
に
撫
し
、
頗
る
盛
倉
な

り
き
講
演
終
了
後
席
な
大
學
本
部
階
上
談
話
室
に
移
し
有
志
茶
話
會
な
開
き

し
に
巾
陶
席
三
三
二
一
飴
々
囎
麿
盆
な
る
銚
臥
話
九
三
父
漁
曝
し
午
後
六
睡
町
小
㍗
慨
賦
・
曾
ぜ
り
O

　
　
　
　
麟
護
　
　
吏
　
　
會

例
愈
　
去
ろ
三
月
十
入
日
午
後
六
野
よ
り
學
坐
岩
倉
揚
に
鞭
て
開
催
，
田
席

者
下
溝
婁
田
雨
博
士
酉
躍
助
敏
授
牧
桑
原
田
村
下
川
の
諸
賢
士
其
他
學
生
歎

名
あ
り
左
の
苫
前
あ
り
て
九
時
霧
散
倉
ぜ
り
。

　
「
現
代
祉
陰
唇
動
亡
唯
物
史
観
虐
の
關
係
　
丈
志
士
　
牧
　
　
健
二
鴛

　
先
づ
マ
ル
ク
ス
の
祉
倉
主
義
思
想
ミ
其
の
唾
物
拠
悪
罵
の
緊
急
存
潔
介
し

其
の
計
　
愈
主
義
の
理
想
論
ミ
史
窺
の
現
實
論
ミ
の
問
に
横
に
ろ
矛
盾
な
指
摘

し
六
ろ
後
マ
ッ
ク
ス
が
ギ
リ
シ
ャ
及
び
口
i
て
の
歴
史
よ
り
鼎
黒
し
て
封
建

壁
代
の
顛
覆
た
生
産
力
の
過
重
な
り
し
爲
な
り
定
な
ぜ
こ
も
響
岩
ば
寧
ろ
封

建
噂
代
に
屈
服
さ
れ
ゐ
湿
ろ
町
人
の
勃
興
し
乳
る
が
爲
め
な
り
ミ
す
べ
く
彼

の
主
張
す
る
が
如
く
埋
蔵
力
石
生
産
聞
係
ミ
に
よ
り
て
祉
會
の
歴
更
が
決
定

ぜ
ら
ろ
べ
・
き
に
あ
ら
す
定
論
じ
六
3
り
〇

　
一
、
若
桜
閣
田
島
蒲
秦
氏
丈
書
に
つ
き
て
　
丈
學
博
士
　
三
浦
　
周
行
鴛

本
誌
の
前
號
漿
上
欄
に
於
て
大
難
紹
介
し
あ
れ
ば
葭
に
略
寸
・
。

銅円

�
E
四
鈍
押
二
十
九
員
…
午
・
後
山
口
早
門
よ
り
塑
・
生
熱
闘
昌
場
に
於
て
m
弼
麿
嬉
側
席
砦
胴
ぽ
μ

杉
村
山
狩
三
浦
喜
田
痢
博
士
西
田
助
敏
授
魚
澄
下
川
桑
原
岩
橋
巻
川
河
原
源

の
器
君
の
外
臼
下
入
洛
巾
の
會
負
游
原
酒
上
牧
聾
信
之
助
繭
氏
に
て
先
づ
左

の
講
演
あ
り
。

　
｝
、
胸
公
の
朝
鮮
役
に
於
け
ろ
給
養
問
題
　

陸
軍
少
將
　
杉
村
勇
次
酪
君

　
本
歌
㈹
次
號
に
氏
の
手
篇
…
為
聾
す
・
べ
き
筈
な
れ
．
げ
【
罪
な
略
・
ぜ
ん
。

猿
三
號

一
　
五
　
（
四
〇
九
）



第
五
巻
　
．
藁
報

　
需
終
っ
て
牧
野
氏
に
篠
鯖
江
藩
主
問
部
家
所
藏
の
新
井
白
石
が
詮
房
侯
に

選
り
し
書
輸
に
就
き
て
爵
石
が
正
徳
二
年
京
都
金
地
院
に
於
て
本
光
國
師
臼

玉
な
温
言
寒
し
暗
の
駿
汎
及
当
石
が
史
料
蒐
集
に
努
力
ぜ
し
事
實
な
語
ら
れ

富
源
至
善
に
北
ハ
の
整
理
の
任
に
あ
ろ
申
卿
門
侯
樗
家
所
藏
の
維
新
欝
噂
の
交

書
嫁
に
風
悶
害
に
就
て
訊
か
ろ
」
所
あ
り
中
彿
門
経
之
に
砦
倉
具
親
の
斥
腕

定
構
ぜ
ら
れ
し
維
新
の
勲
功
者
に
し
て
陰
縫
の
吐
息
た
探
知
ぜ
ん
爲
め
に
探

偵
恥
放
ち
其
の
通
報
せ
し
所
な
簸
せ
る
風
聞
雲
に
常
聴
の
電
工
及
馨
挾
態

た
知
ろ
の
妊
資
料
な
り
云
々
九
晴
雫
散
愈
ゼ
リ
。

例
含
掘
　
五
m
月
二
十
口
H
午
後
山
ハ
畦
よ
り
學
生
集
合
晶
蛎
に
於
て
開
仙
雛
掛
席
著
ゴ
甜
醐

蹴
靖
爾
博
士
魚
澄
中
村
桑
原
艦
高
島
重
質
の
諮
雪
あ
り
三
重
左
の
如
し
。

　
一
、
東
大
寺
丈
講
探
訪
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
中
村
　
霞
勝
君

　
四
月
の
初
め
三
浦
一
塁
ビ
東
大
寺
所
臓
の
文
書
約
｛
萬
麺
な
調
査
し
六
ろ

，
が
東
大
寺
々
領
ば
諾
國
に
散
在
し
典
嵩
上
な
蓮
ひ
歴
ろ
遺
程
尊
に
醐
す
る
も

の
あ
り
て
営
曜
の
交
通
の
肌
態
存
知
る
べ
く
又
船
賃
問
料
弊
た
壬
生
る
も
の

あ
り
て
維
三
更
の
史
料
書
し
て
興
味
多
き
も
の
あ
り
殊
に
寺
院
暮
厨
の
職
人

に
關
す
ろ
も
の
・
申
に
ほ
大
工
歪
な
三
貫
文
に
て
護
れ
る
護
駿
又
第
安
覇
末

の
も
の
に
塗
工
瓦
工
の
一
人
｝
日
の
手
間
】
升
ミ
定
め
糞
る
も
の
あ
り
一
面

當
臨
の
灘
禽
懸
懸
た
知
る
の
妊
史
料
穴
り
叉
蒙
古
興
來
に
關
す
る
も
の
・
中

に
に
弘
婆
四
年
七
麺
朔
日
蒙
古
大
軍
の
玄
海
灘
に
羅
波
ぜ
し
其
の
前
H
の
所

定
の
請
書
あ
り
亦
一
純
の
感
興
な
を
に
呈
す
北
ハ
の
外
塊
方
の
寺
領
ビ
寺
院
ビ

の
聞
係
な
物
語
れ
う
も
の
嬢
あ
9
撮
り
云
々

　
一
、
伽
茂
眞
淵
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
橋
小
醐
太
齎

　
眞
淵
の
學
衛
の
本
領
に
榊
道
有
職
心
惑
語
學
等
に
あ
ら
す
彼
ぽ
摩
ろ
偉
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
甜
三
號
い
　
　
．
輔
一
六
　
（
四
＝
○
）

な
る
訓
詰
家
臣
に
鍬
人
ミ
見
ろ
べ
き
も
の
な
り
而
し
て
其
の
訓
詰
の
上
に
於

け
る
業
績
も
契
沖
に
比
し
て
決
し
て
大
な
り
ミ
い
ふ
べ
か
ら
す
糞
ダ
彼
の
翫

艶
艶
に
全
く
蜀
創
的
の
も
の
に
し
て
最
も
異
彩
為
放
て
り
彼
は
和
歌
を
暗
代

の
所
套
・
し
《
見
之
を
拙
評
し
素
僕
な
る
奈
良
朝
の
丈
化
た
謳
歌
し
叉
詠
歌

の
臆
測
に
就
て
も
自
然
た
術
び
勇
壮
た
重
ん
じ
糞
り
國
意
考
に
現
拭
れ
裳
る

彼
の
鰯
粋
論
も
叉
彼
の
歌
津
蹴
定
密
接
な
る
隔
係
あ
り
世
に
彼
の
自
評
の
由

來
に
勝
て
多
く
ば
組
擁
の
古
丈
融
學
派
の
影
饗
な
受
け
六
9
ぐ
」
な
ぜ
こ
も
彼

の
思
想
に
彼
の
囲
學
研
究
に
得
索
ろ
研
に
し
て
祖
徐
が
性
悪
親
な
主
張
し
禮

樂
な
以
て
そ
れ
な
矯
正
ゼ
〃
定
し
雲
り
し
に
眞
淵
ば
幽
幽
怨
却
け
自
然
た
重

ん
じ
組
穣
誓
・
全
く
霜
反
す
る
凱
た
持
し
れ
り
吾
、
云
々

　
一
、
輻
原
京
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
量
博
士
　
喜
田
　
貞
吉
齎

最
近
戸
戸
歴
史
編
纂
係
に
於
て
獲
見
ぜ
る
憩
戸
附
近
の
條
里
の
地
醐
の
断

片
に
よ
り
從
來
輻
原
京
の
方
肉
が
正
確
に
南
北
の
位
置
為
ぐ
㌧
り
糞
り
定
郷
ゼ

ら
れ
し
も
雀
東
北
方
よ
り
鴇
方
に
向
へ
る
も
の
な
る
畜
為
推
定
ぜ
ら
れ

且
つ
從
來
其
の
営
趾
が
蕉
湊
川
の
束
方
に
推
定
ゼ
ら
れ
し
も
古
記
山
糖
詑
玉

葉
警
よ
り
て
湊
鍔
の
西
か
に
牽
求
め
ざ
る
べ
か
ら
す
嘆
じ
其
他
湊
川

暴
酔
臥
て
も
詳
細
に
論
ぜ
ら
る
薪
あ
り
六
り
か
く
て
散
婁
詮
＋

疇
な
り
毫
。

　
　
　
　
醗
支
那
學
會

例
會
　
去
ろ
三
月
二
十
二
日
午
後
言
忌
牛
よ
り
丈
學
部
第
六
敏
室
に
て
開
催

關
係
諸
敏
授
卒
業
坐
阜
蕊
三
十
醸
名
玉
話
す

　
一
、
王
安
石
の
時
代
為
論
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
溝
瓠
三
鄭
君

王
安
石
の
三
代
に
於
け
る
墨
家
の
財
政
瓶
態
生
見
う
に
眞
宗
時
代
よ
リ
膨
脹



の
大
勢
定
な
り
内
狢
経
費
の
鱈
加
「
冗
官
婚
加
契
丹
へ
の
島
威
幣
等
に
て
此
の
数

に
閑
話
時
代
に
及
び
し
か
ば
改
草
の
必
要
に
促
さ
れ
居
り
し
な
り
紳
三
景
代

に
洵
に
之
な
解
決
し
人
民
た
援
ふ
べ
昏
櫻
蓮
到
蓮
ゼ
し
時
な
り
、
安
石
即
ち

官
丈
登
規
法
、
経
轡
上
、
軍
・
頂
上
に
大
改
草
な
加
へ
謹
厚
二
等
の
清
極
的
な

る
に
反
一
積
極
的
軍
無
煙
義
た
以
て
窪
み
し
か
ば
人
望
の
卸
金
な
無
親
し
民

業
弓
隠
の
弊
も
無
畏
に
に
あ
ら
ざ
り
し
云
々

　
一
、
劉
師
培
の
學
　
　
、
　
　
　
　
　
　
丈
二
士
法
學
士
　
小
島
　
鵜
掛
麹

　
余
が
劉
師
培
の
名
た
知
り
し
に
國
粋
警
報
誌
上
に
其
の
論
著
汐
見
表
る
に

在
り
、
彼
に
揚
州
の
人
に
し
て
父
瓢
三
二
學
者
二
二
し
当
る
名
門
の
禺
な
り

曾
祀
父
劉
丈
漠
、
親
父
劉
髄
撚
な
経
て
簾
樫
に
毒
曾
、
貴
曾
、
富
曾
、
顯
曾

の
四
子
あ
り
師
培
蟻
以
曾
の
子
な
り
ミ
て
其
の
學
界
に
於
け
る
位
提
並
に
學

風
だ
論
じ
距
り
o

H
例
A
醤
　
五
口
り
閃
回
n
ロ
午
後
轟
ハ
噂
小
†
よ
り
文
學
部
三
山
ハ
教
室
に
開
一
催
オ
ヲ
出
席
潜
二

十
入
人
。

　
一
、
藤
延
陀
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛
淵
　
　
一
君

　
第
申
込
に
藤
延
陀
の
三
章
に
就
い
て
蓮
べ
て
此
部
族
が
蔀
ミ
延
陀
の
こ
部

の
舎
燈
ぜ
る
も
の
に
て
突
厭
碑
丈
に
見
ゆ
る
○
。
ぼ
定
圏
身
珍
ミ
に
正
し
く

藤
ミ
泥
陀
ミ
に
當
ろ
べ
し
定
い
ふ
ヒ
ル
不
及
ラ
ド
ロ
フ
の
親
な
承
認
し
第
二

段
に
於
て
匡
跳
ハ
愛
遜
た
述
べ
て
大
業
鉱
間
の
活
動
よ
り
貞
観
元
年
の
叛
胤
繍
呉

殊
可
汗
の
班
立
其
突
厭
に
代
り
て
北
方
の
廣
縦
な
占
め
て
勢
為
得
六
る
購
に

及
び
更
に
麿
ミ
の
關
係
為
詳
蓮
し
て
其
品
等
末
の
減
亡
の
次
第
及
び
其
後
の

芸
態
な
蓮
べ
最
後
に
附
言
し
て
其
興
亡
の
蓮
か
な
り
し
理
由
な
内
外
の
こ
方

而
よ
d
り
考
察
す
べ
ミ
こ
一
、
し
な
蓮
べ
埋
り
O

、
箪
五
巻
　
　
倉
　
綴
　
　
編
輯
鹸
言

　
一
、
詞
中
の
口
語
燈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
鈴
木
　
虎
雄
君

　
古
く
詞
申
に
口
語
た
混
ぜ
し
も
の
に
凱
聾
心
に
見
ゆ
う
越
の
歌
に
し
て
．
習

主
脚
に
は
子
夜
四
暗
歌
な
寓
現
し
唐
に
に
讐
麺
の
詩
に
俗
語
を
均
す
に
至
れ

り
理
れ
ざ
も
全
く
口
語
の
も
の
㌧
成
立
ぜ
し
に
朱
代
に
し
て
汲
古
塁
の
詩
集

に
就
て
調
査
す
れ
ば
陰
部
口
語
の
も
の
に
滑
稽
卑
俗
の
も
の
恐
き
が
、
多
く

叉
に
少
く
使
用
ぜ
し
も
の
に
傑
作
多
し
ぜ
て
實
例
な
暴
げ
術
ほ
野
中
の
ロ
讃

が
曲
中
の
口
語
書
關
係
多
き
こ
亡
な
論
ぜ
ら
れ
六
り
。

　
　
　
　
醗
帥
β
市
史
資
料
展
覧
會
概
況

　
榊
戸
市
ば
去
ろ
五
月
二
十
一
日
よ
リ
ニ
十
五
日
ま
で
濃
聖
運
業
館
に
於
て

市
史
資
料
展
萱
會
な
開
催
せ
り
。
展
擬
品
に
紳
戸
に
關
す
る
歴
史
的
著
蓮
華

の
外
各
時
代
の
資
料
た
一
二
十
類
に
分
ち
最
近
の
獲
兄
に
か
～
る
兵
庫
附
近
の

條
塁
郷
翻
簡
為
始
め
約
千
飴
勲
あ
り
六
り
。

會

艮益午

｝

．
編
纂
會
　
六
刀
三
日
午
後
二
噂
よ
リ
陳
列
館
貴
賓
室
に
て
開
催
上
上
西
田
評

議
員
中
村
桑
原
植
村
下
田
那
波
各
委
員
禺
席
第
玉
章
第
三
號
の
縞
纂
写
務
た

鷹
慌
し
七
畦
散
薬
ぜ
り
O

　
　
　
　
⑳
編
輯
除
書

　
本
號
は
療
稿
編
帯
し
て
限
り
あ
ろ
紙
数
に
牧
躁
し
難
き
爲
め
紹
介
欄
た
皐

げ
て
次
號
に
譲
り
、
狗
ほ
登
載
の
論
叢
な
多
く
に
分
捌
し
て
編
纂
な
了
ぜ
し

が
、
並
ハ
後
獲
行
所
よ
り
工
賃
俄
上
の
搾
め
特
に
．
本
號
頁
死
期
の
蔽
少
な
講
癒
し
・

箪
・
三
論

【
一
七
　
（
四
　
一
）



第
五
巻
　
　
南
山
　
　
會
員
動
静

來
り
し
海
以
て
更
に
勲
編
の
論
交
為
爽
號
に
割
愛
す
る
の
E
む
恥
得
ざ
る
に

陥
れ
り
Q
こ
」
に
特
渤
…
し
て
A
寄
稿
者
諾
彦
の
諒
恕
な
諮
ふ
。

　
　
　
三
軒
員
動
静

　
　
　
　
入
　
　
　
會

朝
鮮
巨
費
癌
中
二
院
編
纂
課

，
　
（
右
紹
介
暫
、
桑
原
親
旧
∀

兵
庫
縣
切
石
郡
繋
水
村
由
田
字
西
舞
子

兵
隊
縣
明
石
町
、
閉
石
更
談
愈
内

　
　
　
（
賓
紹
介
春
、
辰
馬
溌
藏
）

朝
鮮
総
督
府
申
楓
院
編
纂
課

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
荻
山
秀
雄
）

大
阪
麿
衡
河
内
蹴
駒
ヶ
谷
村
大
黒

大
阪
府
申
河
内
鰹
八
尾
町
西
郷

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
森
田
樽
三
）

三
島
一
三
品
郷
綱
引
村
大
字
営
内

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
天
沼
俊
一
）

大
阪
府
四
條
畷

大
阪
府
一
斗
邪
照
郷
村
宰
宿
野
・

京
都
市
下
立
萱
西
洞
院
酉

　
　
　
（
右
紹
介
讃
、
．
三
浦
周
行
）

京
都
市
聖
護
院
御
殿
内

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
中
村
霞
勝
）

京
都
帝
國
大
學
経
秘
學
部

長
上
秀
雄

ジ1ち桃

田木

竹武

油挙

杉
本
正
　
介

瀧
　
野
　
貞
　
吉

片
岡
英
宗

藤
弁
清
晃

齋本大
藤間高
　良
μ1　一　

【量」

次鄭丸

宮
城
信
雅

財
　
部
　
静
　
泊

第
三
號
鼻
｝
一
入
（
閥
一
二
）

　
　
（
噴
紹
介
者
、
西
田
蹴
二
恥
）

千
葉
縣
立
千
葉
中
皐
校

　
　
　
（
右
翻
介
源
、
玉
泉
大
梁
）

東
京
市
牛
込
鹸
原
町
一
丁
日
四
九

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
消
療
爽
雄
）

東
京
府
代
々
木
字
山
谷
一
七
玉

　
　
（
右
紹
介
看
、
演
田
赫
作
）

瓢
岡
縣
山
門
郡
瀬
高
町
下
庄

　
　
　
（
右
翻
介
者
、
那
波
利
貞
）

　
　
　
　
死
　
　
　
亡

　
雨
森
菊
太
耶

　
　
　
　
⑱
寄
賂
交
換
圖
書

更
學
雑
誌

歴
吏
塊
理

考
古
學
雑
誌

國
學
院
雑
誌

飛
騨
曳
壌

六
二
學
報

束
三
哲
學

々
　
　
　
奪

　
　
　
一
塵

乖縄
濟
論
叢

瀞
三
更
研
究

慨
…
の
三
。
四
・
五

凪叶

ﾜ
の
閃
日
・
王
工
ハ

十
の
七
・
入
・
九

廿
六
の
こ
一
σ
四
∴
血

五
の
五

二
二
〇
・
｝
＝
＝
　
二
ニ
ニ

賢
七
の
閃
阿
・
流
工
ハ

七
入

鵡r

ﾌ
二
・
三
・
閃
7
五
⊥
ハ

融
戸
市
吏
資
料
展
賢
愈
詑
念
紛
葉
書

贋
現
俸
　
域

竹
　
岡
　
勝
　
也

宮
　
地
　
直
　
一

高
稟
庄
太
瓢

　
　
　
史
　
　
學
　
　
會

　
　
日
本
騰
史
地
理
學
會

　
　
考
　
吉
學
　
會
、

　
　
國
學
院
大
學

　
　
飛
騨
史
談
會

　
　
京
都
佛
教
大
學

　
　
東
洋
　
大
學

　
　
廣
島
旬
古
會
，

京
都
帝
二
大
一
日
濟
皐
會
・

　
　
國
丈
堂
書
鷹

　
　
組
戸
市
役
回


